
Hotel THE VIEW 瀬戸内 施設概要 

名称 Hotel the view瀬戸内(Setouchi) 

ロゴ 

建物外観 

 

  

住所 〒719-0221 

岡山県浅口市金光町大字上竹 2536番 5 

電話番号 0865-42-2002 

FAX番号 0865-42-5646 

消防用電話 0865-42-2007 

運営 株式会社 シャンテ 

設備 客室 10部屋 (最大宿泊人員 23名) 

フロント    レストラン用＋宿泊専用の 2フロント 

レストラン＆BAR 「Ristorante e Bar bella isole」ベラ・イーゾレ(ガーデンスペース有) 

屋上 多島美の展望フロア   

パーキング 50 台  なお、ホテルに隣接し、瀬戸内海眺望抜群の公園を散策できます 

ペット宿泊 同伴宿泊可能 （客室により可能、ホテル規定に準ずる） 

宿泊 チェックイン 16：00 

チェックアウト 11：00       ※11：00～16：00 宿泊側フロント施錠 

【営業時間】  

レストラン 朝食  7：00 ～ 10：00 入場最終 8：30 

昼食 11：30 ～ 14：30 入場最終 13：30 

喫茶 現在営業しておりません。 

夕食 18：00 ～ 21：00 入場最終 20：00 

     完全予約制 

BAR 18：00 ～ 23：00 入場最終 22：30 

※23：00～翌 7：00 レストラン側フロント施錠 

 



会社概要 

会社名  株式会社 シャンテ（Chanter Corporation)  

所在地  ■本社 

〒714-1201 

 岡山県小田郡矢掛町矢掛２５８４番地 

 TEL 0866-84-1001 FAX 0866-84-1002 

 ■広島本部 

〒731-1523 

 広島県山県郡北広島町南方３６５９番地  広島北ホテル内 

 TEL 0826-73-0011 FAX 0826-73-0222 

 ■東京事務所 

〒158-0082 

 東京都世田谷区等々力２丁目３５－２０－２０５ 

 TEL/FAX 03-6432-2120 

設立  平成１９年２月  

創業  平成１１年１２月  

資本金  １億円（２０１７年１２月現在）  

事業内容  ◇ホテル、旅館およびリゾートの再生事業 

◇ホテルを活用した地域活性化事業 

◇ホテルを活用した広域連携事業 

運営施設 矢掛屋 INN AND SUITES（岡山県小田郡矢掛町） 

ショップ＆バンケットホール あかつきの蔵（岡山県小田郡矢掛町） 

高崎アーバンホテル（群馬県高崎市） 広島北ホテル（広島県山県郡北広島町）他 

 

 

 

 

  



 

【宿泊料金】 

  
２名利用時の 

大人１名様料金 

３名利用時の 

大人１名様料金 

客室 曜日 1泊朝食 1泊朝食 

２階 ６部屋 

１階１部屋 

平日 13,700 12,700 

休前日 15,700 14,700 

１階３部屋 

平日 12,700  

休前日 14,700  

 

  
子供１名料金 

１泊朝食 
 

子供 

1名様 

平日 6,500 添い寝の場合は無料 

別料金で添い寝セットあり 

（お子様セット、お子様バスローブ） 休前日 8,000 

 

ペット 

1匹 

平日 5,500 

別紙規定参照 

休前日 6,500 

 

時間外客室利用 

・超過 3 時間までは、1 時間 1 名につき 500 円 （消費税別） 

・超過 3 時間以上は、室料相当額の 100％ 

 

キャンセル料 

契約申込人数  

〈一般 14名まで〉 予約当日：100％ 予約前日：80％ 予約 7日前 20％ 

〈団体 15~99名〉 予約当日：100％ 予約前日：100％ 予約 7日前 70％ 

 

【送迎】 

車で 30分圏内 

山陽新幹線：新倉敷駅 

JR山陽本線：新倉敷駅、金光駅、鴨方駅     ※規定外の送迎に関しては、直接ご相談ください 

 

 

 



【施設各所の詳細説明】 

場所 客室 

 

客室数 1階：4部屋 ２階：6部屋 合計：10部屋 

 

広さ 31.5㎡ ～ 46.36㎡ 

 

ルームタイプ ツイン 

エキストラベッド、ハリウッドタイプで３名まで対応可能 ※対応できない客室有り 

 

定員 2～４名 

 

ベッドタイプ 2階客室：ダブルサイズ 幅：1400mm 長さ：1950  高さ：600 

1階客室：セミダブルサイズ 幅：1200mm 長さ：1950  高さ：600 

 

エキストラベッド シングルサイズ  ※対応できない客室もありますので、ご相談ください 

 

喫煙 室内は禁煙、バルコニーに灰皿を設置 

 

ペット 対応可  ※対応できない客室有ります 

 

ルームエステ 対応可  ※対応できない客室有ります 

 

客室名 各客室は全て多島美のオーシャンビュー、部屋毎に惑星をコンセプトしたデザイン 

 

ドリンク 地元 浅口市の地酒などを中心に、ワインも充実させたメニュー内容 

客室冷蔵庫内：ミネラルウォーター 

ホットドリンクメーカー：エスプレッソ、カフェクレマ、紅茶 

 

 

  



 

備品 

イメージ 

 

オートロック 

 

テレビ、冷蔵庫、無料 Wi-Fi、ドライヤー、ホットドリンクメーカー、ソファ、鏡、靴べら、非

常灯、時計、灰皿、コーヒーカップ、ソーサー、読書灯、消臭スプレー 

 

歯ブラシ、カミソリ、コットンセット、ヘアブラシ、シェービングジェル、入浴剤、ボディタオ

ル、シャワーキャップ、ヘアゴム、化粧落とし、洗顔料、化粧水、乳液、シャンプー、コンディ

ショナー、ボディソープ、ハンドソープ 

  

  

 

 

 

 

 



場所 レストラン 

名称 Ristorante e Bar bella isole 

 リストランテ エ バル ベッラ イーゾレ 

 bella isole：美しい島々＝多島美 

ロゴ 

昼  夜  

デザイン レストラン全体を“天空公園”をイメージしました。窓からは瀬戸内の陸・海・空を眺めな

がら、ホテルにお越し下さる皆様が自然の中で和やかな食事を楽しめるようにデザインしま

した。 

営業時間 朝食 7：00 ～ 10：00 入場最終 8：30 

昼食 11：30 ～ 14：30 入場最終 13：30 

喫茶 現在行っておりません。 

夕食 18：00 ～ 完全予約制 

BAR 18：00 ～ 23：00 入場最終 22：00 

収容人数 32名(最大 40名) 16角テーブル 

 

食事内容 ディナー 5,000円～ 

お子様メニュー 1,800円～ 

瀬戸内海の海の幸、浅口と矢掛の地元野菜、岡山の代表的な果物、日本を代表

する「神戸牛」、地元ブランド「美星豚・美星牛」を使い、日本でもここでしか

味わえないフレンチイタリアンのフルコースをご用意してお待ちしておりま

す。 

モーニング お客様の健康を考え、地元野菜と焼きたてのパンを、素晴らしい朝の景色をご

覧いただきながらお召し上がりいただきます。日常とは違った朝の時間をおく

つろぎください。 

ランチ 1,800円～ の 4コース 

瀬戸内海の海の幸、浅口と矢掛の地元野菜、岡山の代表的な果物、日本を代表

する「神戸牛」、地元ブランド「美星豚・美星牛」を使い、日本でもここでしか

味わえないフレンチイタリアンのフルコースをご用意してお待ちしておりま

す。ランチタイムから自分へのご褒美として贅沢な時間をお過ごしください。 

宴会・法事 5,000円～ ご予算に応じて対応します 

同窓会、結婚式、法要後のお食事など、各種宴会についてもご相談ください。

和食・洋食を問わず、お客様のご要望にお応えします。また、無料送迎マイク

ロバスもございます。 

Bar 浅口の極上の天然水から作られた地酒を多種ご用意しております。また、岡山

県産ピオーネを 1房使って作られたワイン「醍醐桜」。夜景を眺めながら、グラ

スを傾けてみてはいかがですか？ 



※料理内容は、季節の食材によって変更となる可能性がございます。 

※宴会・法事には無料送迎マイクロバスがございます。（定員 20名まで） 

写真イメージ 【レストラン】 

 

 

 

【料理】 

8000円ディナー 抜粋 

 



  

 

5,500円和洋折衷 抜粋 

 

＜コメント＞ 

私ども Hotel the view Setouchi は、現在開業中の「矢掛 INN&SUITES」、次に笠岡諸島との連携を意識しての

事業展開となっています。そのミッションは、下記の３点です。 

１． 瀬戸内海に面する井笠地域(浅口・笠岡・矢掛等)を一帯とみなし、「今を地域活性化を取り戻す絶好の機会」

と捉え、地域から世界へというグロ－カル、国際観光事業を具体的に進展させること 

２． 競争力を高めるべき井笠地域を内向き論から脱却させ、地域経済のパイを拡大する戦略に取り組むこと 

３． 急激に変化する世界経済の構図の中で、井笠広域 DMO 連携においては、 

① 国際会議、国際観光客などの国際集客、国際人向け対応のホスピタリティーの全体的レベルアップ 

② 利便性の高い港湾、空港など物流インフラを活用した戦略的な取り組みを多面的に展開する必要がある。 

 


